
回答者の属性（n=168）

平成30年度　第２回市政モニターアンケート集計結果

近年、豪雨や台風、地震などの災害が日本各地で多発しています。市では今後の災害対策・災害対応に向け

て、市民の皆さんの災害に対する意識やご意見を調査するため「災害に関するアンケート」を実施しました。

高島市の災害に関するアンケート

◆災害への意識と家庭での備えについて

【実施期間】 平成30年９月27日（木）～平成30年10月12日（金）

【モニター登録者数】 197人

【回答者数】 168人

【回答率】 85.2％ ※設問により無回答あり
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Q1.あなたが特に不安に感じる災害は何ですか。

（複数選択可）
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Q2.ご家庭で非常用持ち出し袋などの備

蓄品を準備していますか。（単一回答）

ｎ＝168



【その他】※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・湖西線は電車がよく運休するから。

・東日本大震災をきっかけに。

・阪神淡路大震災をきっかけに。

・自治会の防災訓練。

・一人になることが多いから。

【その他】※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・常備している備蓄品はあるが、持出袋には入れていない

・災害に関する考えが甘いかも知れないが、

　特に理由なく準備できていない

・準備はするが危機感が薄れてくると使用してしまう

・準備していたが期限が切れそのままになっている
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Q3.１人当たりの飲料水、食料品を何日分用

意していますか。（単一回答）
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Q4.飲料水、食料品以外に備えているものはあります

か。（複数選択可）
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防災に関する出前講座やイベント等

に参加したから

家族が備蓄しているから

自身や身近な人で被災した経験があ

るから

なんとなく

テレビや広報誌などで災害や備蓄に

関する情報を見たから

Q5.備蓄を始めたきっかけは何ですか。（複数選択可）
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Q6.備蓄品を準備していないのはなぜですか。



Q8.どのようなものを備蓄していますか。

　　また、どのような備蓄品があると安心ですか。（自由記述）

【備蓄している物】 ※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・土嚢、担架

・食料、飲料水等

・炊き出し用鍋、チェーンソー等

・発電機

・衛生用品、暖をとるためのもの、乾電池

・毛布

・油圧ジャッキー、バッテリー、灯光器

・簡易トイレセット、ホイッスル

・古新聞、ごみ袋、マジック、ノート、ガムテープ、おもちゃ等

【あると安心な備蓄品】 ※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・衣類、子供用と大人用の下着、オムツ

・携帯電話の充電器やアルミホイル、サランラップ、予備の乾電池、

　卓上コンロ、ガスボンベ、紙コップ、使い捨てカイロ、ビニール袋、

　水のいらないシャンプー、工具類、エアーマット等

・ミルク、離乳食

10.どのような手段で安否確認を行いますか。（自由記述）

※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・携帯電話

・SNS

・災害用伝言ダイヤル

・声掛け

・ＰＣ、スマホによる災害時特別緊急安否確認等を利用

・集合場所を決める

・各組長が組の各家庭の安否確認をする

◆災害時の避難について

◆区・自治会の備蓄について

◆災害時の連絡体制について
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Q7.区や自治会で非常時の備えを

していますか。（単一回答）
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Q9.ご家庭で、災害時の安否確認方法

は決まっていますか。（単一回答）

ｎ＝163
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Q11.広域避難所や地区避難所の場所を知っ

ていますか。（単一回答）
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Q12.広域避難所や地区避難所までの避難経

路や手段は決まっていますか。（単一回答）
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【その他】※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・高齢者が多いため、若者には役立ってもスマホを持たない方には役立つように思えない

・スマートフォンを持っていない

・現状の防災無線等でも十分だが、あれば便利。高齢者には難しいと思う

Q15.近年、記録的大雨等による災害が多く発生しています。高島市においても国道や県道が土砂崩れ等で通行

　できなくなると孤立したり、未整備区間のある一級河川があることから河川が氾濫したりするリスクが

　あります。これらを踏まえ、あなたが特に期待する災害対策は何ですか。（複数選択可）

【その他】※同様の内容等は要約して記載しています。ご了承ください。

・ライフラインが途絶えないような対策。

・放射能汚染対策、ヨウ素剤の事前配布。

・災害後、被災状況に応じた通報、被災後の保証に関する相談窓口の案内を明確にする。

・地区ごとに危険な場所の整備。空き家などの安全対策。

・老朽化しているところの補修。

・防災行政無線の充実。

・土地や山の適正な手入れの指導。

・生活道路の整備（除雪、倒木の除去等）。

・早い段階での避難命令。土砂災害・水害のリスクが予想される地域には毎回案内を。

◆災害対策について

◆災害時の情報収集について

3

29

29

37

105

110

141

0 50 100 150

その他

家族

ラジオ

SNS

インターネット

防災行政無線

テレビ
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どのような手段で入手していますか。（複数選択

可）
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Q14.防災行政無線の放送内容や避難情

報等を配信できるスマートフォンアプリを導

入した場合役立つと思いますか。（単一回

答）
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ｎ＝166


